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年
に
わ
た
る
就
活
支
援
、

　

今
年
も
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
！

就
活
担
当
理
事　

大
林
龍
彦
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「
明
大
の
マ
ス
コ
ミ
業
界
へ
の

燃
え
る
火
を
絶
や
す
な
！
」│
│

そ
の
精
神
の
も
と
に
Ｍ
Ｍ
Ｃ
で

は
、
13
年
に
わ
た
っ
て
現
役
学
生

た
ち
の
就
活
支
援
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
「
マ
ス
コ
ミ
就
活

セ
ミ
ナ
ー
」（
2
0
0
0
年
よ

り
）、
そ
し
て
「
マ
ス
コ
ミ
講
座
」

を
、
１
年
を
通
じ
て
開
講
し
て
い

ま
す
。

　
「
マ
ス
コ
ミ
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」

は
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル
に
て
、
春

に
２
日
間
、
秋
に
特
別
編
と
し
て

１
日
、
マ
ス
コ
ミ
人
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
を
招
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
秋
は
、
そ
の
年
の
マ
ス
コ

ミ
内
定
者
に
も
登
壇
し
て
も
ら
う

お
り
ま
す
。最
終
面
接
ま
で
辿
り

着
く
と
、
合
否
は
も
は
や
紙
一
重

で
す
。

　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
会
社
を

め
ざ
す
学
生
も
い
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
お
声
が
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。母
校
の

後
輩
た
ち
の
た
め
に
、
何
卒
プ
ッ

シ
ュ
を
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。ぜ
ひ
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

（
78
年
／
政
経
学
部
卒
／
共
同

 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
）

の
で
、
就
活
生
の
視
線
も
熱
く
な

り
、
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

 　

ま
た
「
マ
ス
コ
ミ
講
座
」
は
、

７
月
中
旬
か
ら
２
月
あ
る
い
は

３
月
末
ま
で
の
約
８
か
月
、
毎
週

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
の
教
室
で
学

生
の
た
め
に
、「
作
文
・
面
接
・

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
・
企

画
の
立
て
方
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
マ
ス
コ

ミ
業
界
へ
の
就
活
に
役
立
つ
こ

と
全
て
に
わ
た
り
、
支
援
・
指
導

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
４
月
に
晴
れ

て
入
社
が
内
定
し
て
い
る
の
は

次
の
通
り
で
す
。日
本
経
済
新
聞

社
、
北
海
道
新
聞
社
、Ｂ
Ｓ
フ
ジ
、

Ｂ
Ｓ
テ
レ
東
、
琉
球
放
送
、
新
潮

社
、A

O
I P
ro

（
C
M
制
作
）、

テ
ィ
ー
・
ワ
イ
・
オ
ー
（
C
M
制

作
）、J:C

O
M

（
Ｉ
Ｔ
）。

　

マ
ス
コ
ミ
業
界
の
ほ
か
に
も
、

日
本
生
命
、
日
立
シ
ス
テ
ム
、
日

本
赤
十
字
社
本
部
、
ト
ラ
イ
グ

ル
ー
プ
な
ど
、
在
籍
講
座
生
全
員

が
、
名
の
あ
る
会
社
に
内
定
す
る

こ
が
で
き
、
今
年
も
例
年
以
上
に

成
果
が
上
が
っ
た
も
の
と
自
負

し
て
い
ま
す
。こ
れ
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
各
講
師
の
熱
の

こ
も
っ
た
授
業
の
お
か
げ
だ
と
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
も
１
月
ま
で
残
っ

た
21
名
の
３
年
生
た
ち
が
、
日
々

就
活
に
向
か
っ
て
研
鑽
を
重
ね
て

明
治
大
学
と
五
輪
、

１
０
０
年
前
に
想
い
を
馳
せ
る　Ｍ

Ｍ
Ｃ
副
会
長　

平
石
浩
章

３
年
間
で
仕
込
ん
だ
事
業
の

本
格
稼
働
を
め
ざ
す
１
年
に
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
長　

堀
口
博
史

　　

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年
は
、
新
天
皇

の
も
と
「
令
和
」
と
い
う
新
た
な
元
号

が
ス
タ
ー
ト
し
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ

ま
で
温
め
て
き
た
新
企
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

●
新
旧
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
展
開

 「
メ
デ
ィ
ア
エ
ン
タ
メ
勉
強
会
」「
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
会
」
等
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

系
か
ら
、「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
」

「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
」
等
の
エ
ン
タ
メ
系

に
至
る
ま
で
、〝
月
に
一
回
は
何
か

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
〞
と

い
う
状
況
を
創
り
だ
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
告

知
が
十
分
に
行
き
届
い
て
お
ら
ず
、

参
加
者
が
ま
ち
ま
ち
と
い
う
の
が
現

状
で
、
本
年
は
よ
り
多
く
の
会
員
が

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
内
容
説
明
と
告
知
を
徹
底
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
就
活
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
核

　

従
来
か
ら
継
続
し
て
き
た
学
生
向

け
の「
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、新
講
師

陣
の
協
力
を
得
て
昨
年
度
も
多
く
の

有
望
な
新
人
を
マ
ス
コ
ミ
界
へ
送
り

だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
は

Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
数
あ
る
活
動
の
中
で
も

誇
っ
て
い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
就
活
セ
ミ
ナ
ー
を
活
動
の
核

と
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
友
好
団
体
・
大
学
と
の
連
携

　
「
校
友
会
」「
全
国
紫
明
ク
ラ
ブ
」「
建

設
不
動
産
駿
台
会
」な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
友
好
団
体
と
は
さ
ら
に
親
睦
を
深

め
、新
規
団
体
と
し
て
、「
明
治
大
学
料

飲
紫
紺
会
」
と
の
交
流
も
図
っ
て
い

き
ま
す
。ま
た
大
学
と
は
積
極
的
に

関
与
し
て
い
き
、
本
年
も
マ
ス
コ
ミ

界
と
大
学
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
大

学
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
構
成
・
運
営

な
ど
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
新
規
会
員
獲
得
に
邁
進

　

新
規
会
員
の
獲
得
で
は
個
人
で
活

動
す
る
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ（
芸
能
家
・
監
督
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
著
述
業
等
）
の

勧
誘
を
行
う
ほ
か
、
広
義
の
マ
ス
コ

ミ
と
し
て
、
企
業
の
広
報
・
宣
伝
分

野
ま
で
会
員
資
格
の
幅
を
広
げ
て
増

員
対
策
を
図
り
ま
す
。

　

さ
て
、
比
較
的
若
い
理
事
で
運
営

し
て
き
た
新
体
制
も
４
年
目
に
入
り

ま
し
た
。会
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
助
力
・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ま
た
多
種
に
わ
た
る
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
活

動
に
、
少
し
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。（
82
年
文
学
部
卒
／
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
）

　

明
治
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
と
歴
史

を
合
わ
せ
見
る
と
、
実
に
興
味
深
い

事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

国
際
連
盟
が
発
足
し
、
日
本
が
原

加
盟
国
と
し
て
国
際
舞
台
に
華
々

し
く
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が
今
か
ら

１
０
０
年
前
の
１
９
２
０
年
。思
う

に
こ
の
年
は
、
明
治
大
学
に
と
っ
て

も
大
き
な
節
目
の
１
年
だ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

２
月
の
箱
根
駅
伝
第
１
回
大
会

で
往
路
優
勝
を
果
た
し
た
こ
と
か

ら
学
内
は
ス
ポ
ー
ツ
熱
に
包
ま
れ
、

こ
の
年
の
前
後
か
ら
運
動
部
が
続

々
と
創
部
さ
れ
た
。

　

4
月
の
大
学
令
で
晴
れ
て
大
学

に
昇
格
し
、
秋
に
は
我
が
校
歌
「
白

雲
な
び
く
駿
河
台
〜
」
が
社
会
的
に

お
披
露
目
さ
れ
、
万
雷
の
拍
手
で
迎

え
ら
れ
た
と
い
う
。

　

明
治
が
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た

そ
の
頃
、
日
本
か
ら
約
１
万
キ
ロ
離

れ
た
ベ
ル
ギ
ー
で
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

五
輪
が
開
催
さ
れ
た
。そ
の
世
界
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
明
治
は
存
在
感

を
示
す
。

選
手
を
応
援
し
、
そ
の
文
化
が
母
校

明
治
を
愛
す
る
伝
統
を
育
ん
で
き

た
の
だ
ろ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
応
援
で
定
番
の
「
三
々

七
拍
子
」
が
五
輪
出
場
１
年
後
の
１

９
２
１
年
、
明
治
大
学
の
応
援
団
長

に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
た
こ
と
は
こ

れ
を
証
明
し
て
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。本
年
も「
ス
ポ
ー
ツ
明
治
」の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
85
年
法
学
部
卒
／
日
テ
レ 

ア
ッ

ク
ス
オ
ン
）

　

２
回
目
の
五
輪
参
加
と
な
る
日

本
選
手
団
は
嘉
納
治
五
郎
を
団
長

に
選
手
は
わ
ず
か
15
名
。そ
の
う
ち

の
１
人
が
陸
上
短
距
離
１
０
０
ｍ
、

２
０
０
ｍ
に
出
場
し
た
選
手
で
あ

る
加
賀
一
郎
で
あ
る
。

　

彼
こ
そ
が
明
治
大
学
の
現
役
学

生
と
し
て
、
初
め
て
五
輪
に
出
場
し

た
。残
念
な
が
ら
、
両
種
目
と
も
予

選
敗
退
し
た
が
、
彼
の
五
輪
出
場
は

当
時
の
明
大
生
を
大
い
に
歓
喜
さ

せ
た
に
違
い
な
い
。

　

ド
ラ
マ
『
い
だ
て
ん
』
に
登
場
し

た
鶴
田
義
行
は
、
明
治
大
学
入
学
前

の
１
９
２
８
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、

卒
業
後
の
１
９
３
２
年
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
、
男
子
平
泳
ぎ
２
０
０
ｍ
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。日
本
人
初
と
な

る
五
輪
連
覇
を
果
た
し
た
。１
９
２

９
年
に
明
治
に
入
学
し
た
鶴
田
は

同
年
世
界
記
録
も
マ
ー
ク
し
、
世
界

を
驚
か
せ
て
い
る
。

　

今
か
ら
１
０
０
年
前
の
詳
細
を
窺

い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
当
時
か

ら
明
治
の
学
生
は
「
強
い
明
治
」
を
、

そ
し
て
「
無
敵
の
明
治
」
を
求
め
て

『
ま
ち
が
う
人
』

ま
ち
が
い
大
将
・
和
田
さ
ん
の
迷
言

＆
迷
事
件
集「
W
a
d
a
d
a
s
」

和
田
さ
ん
研
究
家
・Ｋ
著

　

■
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
／
Ｂ
６
判
・

１
８
８
ペ
ー
ジ
・
本
体
１
１
０
０
円

＋
税

【
内
容
紹
介
】

　

広
告
業
界
に
実
在
し
た
都
市
伝
説

的
な
人
物「
和
田
さ
ん
」（※

77
年
政
経

卒
、
ご
存
じ
わ
れ
ら
が
和
田
哲
郎
さ

ん
！
）
の
、
あ
り
得
な
い
ま
ち
が
い
を

集
大
成
し
た
大
爆
笑
の
一
冊
。

　

本
書
は
、「
ま
ち
が
う
人
」和
田
さ
ん

が
起
こ
し
た
仰
天
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
身

近
で
見
て
い
た
Ｋ（
ケ
ー
）氏
が
、
記
憶

の
限
り
事
実
に
基
づ
い
て
記
し
た
「
実

話
」
で
あ
る
。数
々
の
「
ま
ち
が
い
」
に

も
拘
わ
ら
ず
、〈
な
ぜ
か
み
ん
な
に
愛

さ
れ
て
い
る
不
思
議
な
人
〉
和
田
さ

ん
。そ
の
人
柄
を
讃
え
た
う
え
で
Ｋ
氏

は「（
間
違
い
を
）許
し
合
う
社
会
、
温

か
く
認
め
合
う
人
間
関
係
が
今
だ
か

ら
こ
そ
大
事
」と
語
る
。

　

昨
年
亡
く
な
っ
た
漫
画
家
さ
く
ら

も
も
こ
さ
ん
も
和
田
さ
ん
の
「
ま
ち
が

い
ネ
タ
」
を
エ
ッ
セ
ー
で
何
度
も
取
り

け
継
ぎ
、
復
活
を
遂
げ
た
明
大
ラ
グ

ビ
ー
部
、
か
つ
て
の
「
雪
の
早
明
戦
」

「
雨
の
慶
明
戦
」な
ど
、
伝
説
の
試
合
の

息
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
な
ぜ
、
あ

の
と
き
Ｐ
Ｇ
を
狙
わ
な
か
っ
た
の
か

（
狙
っ
た
の
か
）」│
│
選
手
の
葛
藤
と

機
微
に
迫
る
１
冊
。 

　『
落
語
D
E
古
事
記
』

桂
竹
千
代
著
（
噺
家
／
2
0
1
1
年
大

学
院
文
学
研
究
科
古
代
日
本
文
学
専

攻
修
士
課
程
修
了
）

　

■
幻
冬
舎
／
四
六
判
・
２
３
４
ペ
ー

ジ
・
本
体
１
３
０
０
円
＋
税

【
内
容
紹
介
】

　

キ
ャ
ラ
立
ち
す
ぎ
！ 

情
熱
的
す

ぎ
！ 

自
由
す
ぎ
！ 

神
様
の
世
界
は

奔
放
で
愉
快
で
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
。お

ふ
ざ
け
が
過
ぎ
る
神
々
の
話
に
ツ
ッ

コ
ん
だ
り
、
さ
ら
に
お
ふ
ざ
け
を
追

加
。そ
れ
で
い
て
神
話
が
理
解
で
き

る
。

　

そ
の
神
様
が
祀
ら
れ
る
神
社
も
紹

介
し
て
実
用
書
に
も
な
る
。処
女
作

に
し
て
渾
身
の
１
冊
！

　

〇
国
の
歴
史
書
な
の
に
「
１
人
の

部
下
の
記
憶
力
」
に
頼
っ
て
書
か
れ

て
い
た
！

　

〇
ス
サ
ノ
オ
は「
女
の
獲
り
合
い
」

で
大
蛇
と
大
ゲ
ン
カ
！

　

〇
娘
の
恋
人
を
「
斬
新
な
イ
タ
ズ

ラ
」
で
イ
ジ
メ
抜
い
た
有
名
な
神
様

と
は
？

　

〇「
乙
姫
様
」の
正
体
は
、サ
メ
！

　

な
ど
な
ど
、
騙
し
合
い
に
殺
し
合

い
、
禁
断
の
恋
と
エ
ロ
ス
、
ホ
ラ
ー
に

ミ
ス
テ
リ
ー
に
Ｓ
Ｆ
。――

古
事
記
は

エ
ン
タ
メ
の
て
ん
こ
盛
り
だ
！

上
げ
、
出
版
化
で
も
協
力
を
約
束
。さ

く
ら
さ
ん
が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
本

書
の
帯
を
飾
っ
て
い
る
。

 　『
紫
紺
の
誇
り
』

明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
に
受
け
継
が
れ
る

北
島
イ
ズ
ム

安
藤
貴
樹
著
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ

イ
タ
ー
／
86
年
商
学
部
卒
）

　

■
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社

／
四
六
判
・
２
３
２
ペ
ー
ジ
・
本
体

１
７
０
０
円
＋
税

【
内
容
紹
介
】

 「
明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
に
と
っ
て
勝
敗
は

二
義
的
な
も
の
。本
当
の
目
的
は
、
自

分
た
ち
の
ラ
グ
ビ
ー
が
で
き
た
か
ど

う
か
。た
と
え
負
け
て
も
、
自
分
の
プ

レ
ー
に
自
信
を
も
っ
て
敗
れ
た
な
ら

胸
を
張
れ
」

　

か
つ
て
そ
う
語
っ
た
の
は
67
年
間

に
わ
た
り
ラ
グ
ビ
ー
部
を
率
い
た
名

将
・
北
島
忠
治
監
督
。没
後
22
年
の
時

を
経
て
、昨
年
、全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選

手
権
で
み
ご
と
復
活
の
狼
煙
を
上
げ

た
明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
軌
跡
を
振
り

返
る
至
極
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
！

　

激
し
く
静
か
に
北
島
イ
ズ
ム
を
受

Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
員
が
新
刊
を
上
梓
！

２
０
１
９
年
は
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
員
を
ネ
タ
に
し
た
本
を
皮
切
り
に
、会

員
自
身
が
著
者
と
な
っ
た
本
も
出
版
さ
れ
た
。硬
軟
取
り
混
ぜ
た

〝
至
極
の
１
冊
〞
を
、心
ゆ
く
ま
で
ご
賞
味
あ
れ
！

2000年シドニー五輪にて

2006年トリノ五輪にて

13

ホールを埋め尽くした就活生

毎年、新年総会では嬉しい報告が

参加無料

●
●
●
●
●
●
●
●
●

２０２０年（令和２年）１月１日 7第７３５号 MEIJ I  UNIVERS I TY  NEWS

　2020年はオリンピック・パラリンピックイヤーであり、神田の大学から初のオリンピック出場者
を輩出して100年目にあたります。神田の大学スポーツの歴史を展示をとおして振り返ります。

共催： 明治大学史資料センター、専修大学大学史資料室、中央大学
広報室大学史資料課、日本大学企画広報部

協力：法政大学史センター　後援：千代田区

会　　期 2020年１月24日金～４月12日日 開館時間 10：00～17：00
（最終入場16：30）

会　　場
明治大学博物館　特別展示室（駿河台キャンパス・アカデミーコモン地階）
明治大学中央図書館ギャラリー（図書館開館中観覧可。開館日時等はHPをご覧ください）

　神田・大学スポーツ出身のアスリートと専門家が大学スポーツの過去・現在・
未来を語り尽くします！
コーディネーター 山本浩氏（法政大学スポーツ健康学部教授）

登
壇
者
（
50
音
順
）

オリンピアン
▶金子正明氏（ 専修大学出身　メキシコシティーオリンピックレスリング男子63kg級

金メダリスト）
▶杉山隆一氏（ 明治大学出身　メキシコシティーオリンピックサッカー銅メダリスト）
▶西川大輔氏（ 日本大学出身　ソウル・バルセロナオリンピック男子体操団体銅メダリ

スト）
▶山本　亮氏（ 中央大学出身　ロンドンオリンピック男子マラソン日本代表）
学識経験者　森　正明氏（中央大学文学部教授）

日　　時 2020年２月29日土13：00～15：10

会　　場 グローバルホール（駿河台キャンパス
・グローバルフロント１階）

申込方法（1月20日申込開始）

メールまたはFAXにて、参加者名・住所・電話
番号と「明治大学広報735号を見ての２月29日シ
ンポジウム申込」である旨をご連絡ください。
Email：history@mics.meiji.ac.jp
FAX：03-3296-4365

問い合わせ 明治大学史資料センター　TEL：03-3296-4448

神田発信！大学スポーツの軌跡

入場無料

神田発信！近代スポーツと大学スポーツ併催シンポジウム

美術家・奈良美智氏講演会「旅と制作の日々」
語
り
か
け
る
よ
う
に
講
演
す
る
奈
良
氏

　明治大学文学部は12月３日、駿河台
キャンパス・リバティホールで美術家
の奈良美智氏による講演会を開催し
た。これは、文学部が毎年開催してい
る講演会の一環で、今回は聴講募集開
始の翌日で申し込みが締め切りになる
など、日本を代表する同氏への注目度
の高さが開催前からうかがえた。
　講演会は「旅と制作の日々」と題
し、普段は美術の話をしない、美術を
やっている自分は自分の中の20-30％

だと語る奈良氏が、これまで旅した各
地を写真で紹介し、「美術家・奈良美
智」を形作ったバックグラウンドを紐
解く形で進行した。紹介した写真の中
には、絵を始めた20代の頃の作品や、
ドイツ留学中、レバノン・シリア訪問
時の写真等もあり、同氏のこれまで辿
ってきた一つひとつの系譜が丁寧に解
説された。続く後半では、作品の制作
工程をスクリーンに投影し、下描き・
スケッチ無しで描くことや、ほぼ完成

状態まで描いた作品を（見た人と）対
話できる作品に変更するため上描きし
て別の作品にすることなど、同氏なら
ではの豊かな感性から生み出される作
品の制作裏を披露した。「絵を描くと
き、その作品が命を持つ一瞬があっ
て、その瞬間に立ち会うのが最高に幸
せ」と語った奈良氏の講演は、おだや
かで語りかけるような語り口で、同氏
の作品のような居心地の良い空気に満
ちていた。

　ヒトは全面的に他の動物たちに依存
しながら生きてきた。そのような私た
ちの生の条件を、人類学や文学、さまざ
まなジャンルの芸術から見直したらど
うなるか。11月30日に明治大学中野キ
ャンパスホールで開催されたシンポジ
ウム「動物のいのち２」（理工学研究科
総合芸術系主催）は、そういった問題意
識に立つ多様な視点を提示した。
　シンポジウムでは、舞踏家の今貂子
氏、声のアーティストの山崎阿弥氏、
立教大学異文化コミュニケーション学

部の奥野克巳教授、理工学部の管啓次
郎教授など14人のプレゼンテーション
が行われた。遊牧民族の写真、吹き矢
の実演、鵜匠の人生論、ペットの猫の
生涯、和歌に描かれる鹿、福島の被災
地に取り残された牛など、どれも強く
引きつけられる話題ばかりで、100人
を優に越える聴衆が４時間半に及ぶシ
ンポジウムを堪能した。
　通常のこうした催しとの最大の違い
は、パフォーマンス系の発表だろう
か。白塗りの体で生命の根源にふれる

踊りを見せた今氏、およそ人間とは思
えない声でホールを満たした山崎氏
は、客席に深い衝撃を与えた。
　今回は、すでに伝説となっている
2014年のシンポジウム「動物のいの
ち」の続編。ヒトがよりよく生きよう
と思うなら、動物たちとの関係を問い
直さずには済まされない。地球環境の
激変を含め、課題は山積みだ。本シン
ポジウムの記録は、来春、文芸誌「す
ばる」に発表される予定だ。
 （理工学部教授　管啓次郎）

シンポジウム「動物のいのち２」を開催理工学研究科総合芸術系

声のアーティスト、山崎氏
（写真＝ともに篠田優）

特別講義を開催　信楽焼商品開発の展開について
博物館・商学研究科

　博物館は商学部教員と共同で、伝
統的工芸品産業の製造・流通・販売
に関する調査・研究を進めており、
現在は滋賀県の信楽焼に取り組ん
でいる。その成果報告として、去
る2019年11月29日、リバティタワー

1021教室において商学部の後援によ
り、他専攻科・学部の院生・学生や
一般社会人にも門戸を開いた特別講
義「進化する信楽焼の伝統―陶器の
流通・販売についての多様な可能性
―」を開催した。
　ＮＨＫ連続テレビ小説「スカーレ
ット」が放映中ということで話題に
なっている信楽焼だが、その初回と
なる講義においては、信楽焼振興協
議会の長谷川善文氏をお招きし、ま
ず、これまで信楽焼がどのような商
品を開発してきたか、歴史的な変遷

について基調報告をいただいた。
　続くディスカッションでは消費地
に対するＰＲ戦略や訪問客の誘致、
商品開発の動向や流通、後継者育成
のあり方が話題となった。大阪・京
都・兵庫南部からの自家用車による
日帰り入り込み客が多いことや京都
観光の外国人の立ち寄り。商品開発
では例えば火鉢から植木鉢、屋外用
インテリアへというように需要の変
化への柔軟な適応ができて来たこ
と。テーブルウェアは後発ながら、
若い人に訴求力のあるデザイナーと

のコラボレーションなども試みられ
ていること。中間流通機構の弱体化
による製造者と小売業者の直取引と
いう全般の傾向に対し、産地卸売商
が存在感を維持、その業態も産地で
の直売、陶芸体験、飲食店経営など
多角的なものに進化していることな
ど、信楽焼ならではの興味深い動向
が紹介された。
　この講義の抄録は『明治大学博物
館研究報告』25号（2020年３月31日
刊行予定）に収録される予定となっ
ている。 （博物館事務室）

山
路
を
登
り
な
が
ら
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時
間
で
参
加
者
全
員
が
自
己
紹

介
を
兼
ね
て
事
業
を
ア
ピ
ー
ル

し
、名
刺
交
換
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。こ
の
交
流
会
が
、
会
員
相

互
の
実
際
の
事
業
展
開
に
結
び

つ
け
ば
と
思
い
ま
す
。（
報
告
：

中
川
時
彦
／
80
年
商
学
部
卒
）

「
武
内
裕
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

　

４
月
５
日
㈮
快
晴
微
風
、
後

半
は
春
の
嵐
、
桜
満
開
の
相
模

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
参
加

者
名
11
名
に
よ
る
「
武
内
裕
杯

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者（
敬
称
略
）は
ラ
ン
ク

順
に
、
堀
威
夫
、
楡
郁
太
郎
、
中

根
薫
、
宇
都
大
勝
、
奥
福
雄
、
猪

野
慎
吾
、
木
村
武
、
大
西
敏
勝
、

久
保
田
耕
平
、苅
部
彰
夫
、山
田

祐
司
の
各
氏
で
、
堀
さ
ん
が
見

事
、優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
勝
カ
ッ
プ
並
び
に

多
数
賞
品
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
陶
芸
家
・
武
内
裕
さ

ん
の
作
陶
展
が
４
月
14
日
〜
21

日
、
銀

座
「SILK

LA
N
D

　

GA
LLA

RY

」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。（
報
告
：
楡
郁
太
郎
／
64

年
商
学
部
卒
）

「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
新
年
総
会
・

　

懇
親
会
」盛
大
に
開
催
！

　

２
０
１
９
年
度
の
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ

新
年
総
会
・
懇
親
会
」
が
１
月

23
㈬
、
銀
座
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、来
賓
・
会
員
・

学
生
合
わ
せ
て
約
90
名
が
参
加

し
ま
し
た
。今
回
の
総
会
で
は
、

新
体
制
２
期
目
に
入
り
、
前
年

度
の
活
動
報
告
・
会
計
報
告
に

続
き
、
２
０
１
９
年
度
の
活
動

方
針
を
提
案
し
、
す
べ
て
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。事
業
方
針
は「
さ
あ
、
仕
込

み
は
終
わ
っ
た
！ 

〜
新
体
制

２
期
目
と
い
う
こ
と
で
、
１
期

２
年
間
で
仕
込
ん
だ
あ
ら
ゆ
る

事
業
の
本
格
稼
働
を
め
ざ
す

〜
」と
い
う
も
の
。

　

懇
親
会
で
は
、
明
治
大
学
常

勤
理
事
・
鈴
木
利
大
様
、
校
友

会
会
長
・
向
殿
政
男
様
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
就

職
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
・
舟
戸
一

治
部
長
、「
全
国
紫
明
ク
ラ
ブ
」

眞
柴
眞
明
会
長
、
四

之
宮
浩
事
務
局
長
、

　

体
育
会
ゴ
ル
フ
部
女
子
部

は
、
第
42
回
全
国
大
学
女
子
ゴ

ル
フ
対
抗
戦
で
初
優
勝
を
果
た

し
、
こ
の
粋
な
計
ら
い
は
Ｍ
Ｍ

Ｃ
理
事
で
も
あ
る
女
子
ゴ
ル
フ

部
監
督
・
長
尾
睦
子
さ
ん
の
ご

尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
10
月
20
日
に
は
和
泉

キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
タ
イ
ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ

氏
が
来
校
し
、
体
育
会
ゴ
ル
フ

部
女
子
部
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

続
い
て
会
員
の
和
田
哲
郎
さ

ん
（
元
広
告
代
理
店
）
を
ネ
タ

に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
本
、
『
ま
ち

が
う
人
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社
）
が
ご
本
人
か
ら
披
露
さ

れ
、
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
（
詳

細
は
４
ペ
ー
ジ
）
。

　

こ
こ
２
〜
３
年
の
傾
向
で
あ

る
、
若
手
・
中
堅
の
新
規
加
入

が
増
え
て
若
返
り
が
進
み
、
今

後
の
会
の
活
性
化
に
期
待
が
持

て
る
サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
と

な
り
ま
し
た
。
（
報
告
：
校
條 

真
）

第
４
回「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」

　

第
４
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
会
」
が
９
月
26
日
㈭
リ
バ

テ
ィ
タ
ワ
ー
１
１
６
１
教
室
で

開
催
さ
れ
（
参
加
10
名
）
、
副

会
長
の
澤
田
愼
介
さ
ん
（
83
年

政
経
卒
／
ソ
ニ
ー
生
命
）
が
、

「
少
子
高
齢
化
か
ら
考
え
る

…
…
２
０
０
０
万
円
は
本
当
に

必
要
か
？　

現
状
と
将
来
を
知

れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
も
変
わ
る
」

「
サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
」

　

７
月
17
日
㈬
銀
座
ク
ラ
シ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
、
恒
例
の
「
Ｍ
Ｍ

Ｃ
サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
ゲ
ス

ト
の
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
女
子
部

の
優
勝
メ
ン
バ
ー
や
新
規
会
員

を
含
め
、
総
勢
60
名
の
幅
広
い

世
代
が
集
結
し
、
盛
大
な
パ
ー

テ
ィ
と
な
り
ま
た
。

「
建
設
・
不
動
産
駿
台
会
」
杉
山

慎
二
事
務
局
長
、
美
山
茂
敏
副

委
員
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
第
55
回

全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大

会
で
、
見
事
22
年
ぶ
り
13
回
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
ラ
グ
ビ
ー

部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
福
田
健
太
選

手
（
Ｓ
Ｈ
／
４
年
）、
高
橋
汰
地

選
手
（
Ｆ
Ｂ
／
４
年
）、
斉
藤
剣

選
手
（
Ｐ
Ｒ
／
４
年
）、
武
井
日

向
選
手
（
Ｈ
Ｏ
／
３
年
）、
矢
野

湧
大
選
手（
Ｗ
Ｔ
Ｂ
／
３
年
）に

お
越
し
い
た
だ
き
、
名
門
復
活

ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
た
っ
ぷ

り
伺
う
こ
と
が
で
き
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
就
活
担

当
理
事
・
大
林
龍
彦
さ
ん
の
進

行
で
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
に
内
定

が
決
ま
っ
た
学
生
の
自
己
紹
介

の
ほ
か
、現
在
、

就
活
真
っ
最
中

で
最
終
面
接
に

臨
む
学
生
の
決

意
表
明
で
、
会

場
か
ら
は
「
よ

し
っ
！
」「
が
ん

ば
れ
っ
！
」
の

掛
け
声
が
飛
び

ま
し
た
。

　

新
会
員
紹
介

の
あ
と
、
最
後

は
Ｍ
Ｍ
Ｃ
恒
例
、和
田
哲
郎
さ
ん

の
明
大
節
と
、
大
前
実
之
さ
ん

の
エ
ー
ル
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で

締
め
く
く
り
、
盛
況
の
う
ち
に

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。（
報

告
：
校
條 

真
／
84
年
政
経
学

部
卒
／
風
讃
社
）

 

第
３
回「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」

　

２
月
28
日
㈭
リ
バ
テ
ィ
ー
タ

ワ
ー
１
０
８
１
教
室
で
、
第
３

回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た（
参
加
者
：

会
員
お
よ
び
紹
介
者
を
含
め
16

名
）。開
催
に
先
立
ち
、
堀
口
会

長
が
「
現
役
学
生
の
就
職
支
援

は
ず
っ
と
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
交
流
会
が
、
卒
業

生
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の
場
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」と
挨
拶
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
ス
マ
ー

ト
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
』で
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
㈱
の
小
谷　

肇
さ

と
題
し
て
講
演
。

　

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
堀
口
会

長
は
、
「
マ
ス
コ
ミ
業
界
で
の

情
報
交
換
を
交
え
な
が
ら
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
一
緒
に

考
え
る
場
に
な
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
進
め
方
も
含
め
、
議

論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
澤
田
さ
ん
は
、
ア

メ
リ
カ
と
比
較
し
た
人
口
推
移

や
人
口
構
成
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
社
会

保
障
な
ど
の
デ
ー
タ
を
用
い
な

が
ら
、
「
老
後
は
自
助
努
力
・

自
己
防
衛
が
必
要
で
あ
る
」
こ

と
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
参
加
者
が
自

己
紹
介
や
事
業
紹
介
を
行
い
、

い
か
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
が
で
き
る
の
か
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。
今
後
も
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の

メ
ン
バ
ー
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通

じ
て
連
携
や
協
業
が
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
（
報

告
：
中
川
時
彦
）

第　

 

回「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

　

第
29
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

が
５
月
15
日
㈬
、
神
田
神
保
町

の
中
華
「
華
龍
飯
店
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
10
連
休

翌
週
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

ど
れ
く
ら
い
の
参
加
が
見
込
め

る
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
れ
ば

杞
憂
に
終
わ
り
、
20
代
〜
60
代

の
幅
広
い
25
名
の
方
々
が
参

加
。
一
昨
年
（
２
０
１
８

年
）
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

た
佐
谷
静
玲
さ
ん
が
嬉
し
い
ご

挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
は
会
員
候
補

を
気
軽
に
誘
え
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
〝
お

試
し
企
画
〞
と
し
て
、
初
参
加

の
方
々
に
も
た
い
へ
ん
好
評
で

し
た
。
今
後
も
「
明
治
マ
ス
コ

ミ
人
」
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
報
告
：
北

山
隆
一
）

第　

 

回「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

　

第
30
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

を
８
月
28
日
㈬
、
御
茶
ノ
水
ソ

ラ
シ
テ
ィ
「
プ
ロ
ン
ト
イ
ル

バ
ー
ル
」
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」
は
２

０
１
０
年
４
月
、
当
時
の
堀
口

博
史
理
事
（
現
会
長
）
の
発
案

で
始
ま
り
、
そ
の
後
、
明
大
卒

の
幅
広
い
年
代
の
メ
デ
ィ
ア
業

界
関
係
者
が
気
軽
に
懇
親
を
図

る
場
と
し
て
定
着
し
、
30
回
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
も
43
名
が
参
加
し
、
大

変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し

た
。
昨
今
、
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ

ン
」
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
入
会
し
て
く
だ
さ
る
方

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

幅
広
い
年
代
の
方
々
が
気
楽
に

〝
交
友
〞
で
き
る
サ
ロ
ン
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

第　

 

回「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

　

第
31
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

を
、
11
月
27
日
㈬
、
神
保
町
の

「
華
龍
飯
店
」
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
令
和
元
年
の
忘

年
会
を
兼
ね
て
行
わ
れ
、
33
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
適
宜
、
開
催
し

て
い
き
ま
す
の
で
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
報
告
：
北
山
隆
一
）

多
彩
な
ゲ
ス
ト
も
！
ま
じ
め
な
学
習
会
も
！
幅
広
い
交
流
会
も
！

2
0
1
9
年
度 

M
M
C
の
多
彩
な
活
動
報
告

２
０
１
９
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
定
番
行
事
の
ほ
か
に
、
勉
強
会
や
交
流
会
な
ど
の
実
利
的
な

イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ん
と
脇
谷
あ
ず
さ
さ
ん
が
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。従
業
員
へ
の
福
利
厚
生
に

と
ど
ま
ら
ず
、
社
員
採
用
の
就

活
支
援
か
ら
入
社
後
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
、
専
門
的
な
相
談
ま
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

月
額
１
人
８
５
０
円
で
可
能
な

サ
ー
ビ
ス
を
解
説
。

　

大
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
中
小

企
業
向
け
に
も
コ
ス
ト
を
抑
え

た
提
案
で
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
で
は
質
疑
応
答
の

時
間
を
設
け
た
ほ
か
、後
半
の
１

第
２
回

「
メ
デ
ィ
ア
エ
ン
タ
メ
勉
強
会
」

　

４
月
８
日
㈪
リ
バ
テ
ィ
タ

ワ
ー
１
０
９
１
教
室
で
、
明
大

卒
の
メ
デ
ィ
ア
業
界
・
エ
ン
タ

メ
業
界
の
方
々
を
対
象
と
し
た

第
２
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
メ
デ
ィ
ア
エ

ン
タ
メ
勉
強
会
」
を
開
催
し
ま

し
た（
参
加
12
名
）。こ
の
メ
デ
ィ

ア
エ
ン
タ
メ
勉
強
会
は
、
20
代

〜
40
代
の
メ
デ
ィ
ア
業
界
・
エ

ン
タ
メ
業
界
関
係
者
が
集
ま

り
、
勉
強
会
を
通
じ
て
、
今
の
メ

デ
ィ
ア
業
界
・
エ
ン
タ
メ
業
界

の
最
新
動
向
や
知
見
を
得
る
と

と
も
に
、
業
界
内
で
の
人
脈
形

成
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
理
事
で
『
サ

ン
デ
ー
毎
日
』
編
集
長
の
隈
元

浩
彦
さ
ん
（
85
年
政
経
学
部
卒

／
毎
日
新
聞
出
版
）
を
講
師
に

招
き
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
現
状

と
雑
誌
業
界
、『
サ
ン
デ
ー
毎

日
』
の
戦
略
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
報
告
：
北
山

隆
一
／
94
年
文
学
部
卒
／
ジ
ャ

パ
ン
テ
ィ
ー
ヴ
ィ
ー
）
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時
間
で
参
加
者
全
員
が
自
己
紹

介
を
兼
ね
て
事
業
を
ア
ピ
ー
ル

し
、名
刺
交
換
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。こ
の
交
流
会
が
、
会
員
相

互
の
実
際
の
事
業
展
開
に
結
び

つ
け
ば
と
思
い
ま
す
。（
報
告
：

中
川
時
彦
／
80
年
商
学
部
卒
）

「
武
内
裕
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

　

４
月
５
日
㈮
快
晴
微
風
、
後

半
は
春
の
嵐
、
桜
満
開
の
相
模

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
参
加

者
名
11
名
に
よ
る
「
武
内
裕
杯

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者（
敬
称
略
）は
ラ
ン
ク

順
に
、
堀
威
夫
、
楡
郁
太
郎
、
中

根
薫
、
宇
都
大
勝
、
奥
福
雄
、
猪

野
慎
吾
、
木
村
武
、
大
西
敏
勝
、

久
保
田
耕
平
、苅
部
彰
夫
、山
田

祐
司
の
各
氏
で
、
堀
さ
ん
が
見

事
、優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
勝
カ
ッ
プ
並
び
に

多
数
賞
品
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
陶
芸
家
・
武
内
裕
さ

ん
の
作
陶
展
が
４
月
14
日
〜
21

日
、
銀

座
「SILK

LA
N
D

　

GA
LLA

RY

」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。（
報
告
：
楡
郁
太
郎
／
64

年
商
学
部
卒
）

「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
新
年
総
会
・

　

懇
親
会
」盛
大
に
開
催
！

　

２
０
１
９
年
度
の
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ

新
年
総
会
・
懇
親
会
」
が
１
月

23
㈬
、
銀
座
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、来
賓
・
会
員
・

学
生
合
わ
せ
て
約
90
名
が
参
加

し
ま
し
た
。今
回
の
総
会
で
は
、

新
体
制
２
期
目
に
入
り
、
前
年

度
の
活
動
報
告
・
会
計
報
告
に

続
き
、
２
０
１
９
年
度
の
活
動

方
針
を
提
案
し
、
す
べ
て
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。事
業
方
針
は「
さ
あ
、
仕
込

み
は
終
わ
っ
た
！ 

〜
新
体
制

２
期
目
と
い
う
こ
と
で
、
１
期

２
年
間
で
仕
込
ん
だ
あ
ら
ゆ
る

事
業
の
本
格
稼
働
を
め
ざ
す

〜
」と
い
う
も
の
。

　

懇
親
会
で
は
、
明
治
大
学
常

勤
理
事
・
鈴
木
利
大
様
、
校
友

会
会
長
・
向
殿
政
男
様
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
就

職
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
・
舟
戸
一

治
部
長
、「
全
国
紫
明
ク
ラ
ブ
」

眞
柴
眞
明
会
長
、
四

之
宮
浩
事
務
局
長
、

　

体
育
会
ゴ
ル
フ
部
女
子
部

は
、
第
42
回
全
国
大
学
女
子
ゴ

ル
フ
対
抗
戦
で
初
優
勝
を
果
た

し
、
こ
の
粋
な
計
ら
い
は
Ｍ
Ｍ

Ｃ
理
事
で
も
あ
る
女
子
ゴ
ル
フ

部
監
督
・
長
尾
睦
子
さ
ん
の
ご

尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
10
月
20
日
に
は
和
泉

キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
タ
イ
ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ

氏
が
来
校
し
、
体
育
会
ゴ
ル
フ

部
女
子
部
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

続
い
て
会
員
の
和
田
哲
郎
さ

ん
（
元
広
告
代
理
店
）
を
ネ
タ

に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
本
、
『
ま
ち

が
う
人
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社
）
が
ご
本
人
か
ら
披
露
さ

れ
、
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
（
詳

細
は
４
ペ
ー
ジ
）
。

　

こ
こ
２
〜
３
年
の
傾
向
で
あ

る
、
若
手
・
中
堅
の
新
規
加
入

が
増
え
て
若
返
り
が
進
み
、
今

後
の
会
の
活
性
化
に
期
待
が
持

て
る
サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
と

な
り
ま
し
た
。
（
報
告
：
校
條 

真
）

第
４
回「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」

　

第
４
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
会
」
が
９
月
26
日
㈭
リ
バ

テ
ィ
タ
ワ
ー
１
１
６
１
教
室
で

開
催
さ
れ
（
参
加
10
名
）
、
副

会
長
の
澤
田
愼
介
さ
ん
（
83
年

政
経
卒
／
ソ
ニ
ー
生
命
）
が
、

「
少
子
高
齢
化
か
ら
考
え
る

…
…
２
０
０
０
万
円
は
本
当
に

必
要
か
？　

現
状
と
将
来
を
知

れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
も
変
わ
る
」

「
サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
」

　

７
月
17
日
㈬
銀
座
ク
ラ
シ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
、
恒
例
の
「
Ｍ
Ｍ

Ｃ
サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
ゲ
ス

ト
の
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
女
子
部

の
優
勝
メ
ン
バ
ー
や
新
規
会
員

を
含
め
、
総
勢
60
名
の
幅
広
い

世
代
が
集
結
し
、
盛
大
な
パ
ー

テ
ィ
と
な
り
ま
た
。

「
建
設
・
不
動
産
駿
台
会
」
杉
山

慎
二
事
務
局
長
、
美
山
茂
敏
副

委
員
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
第
55
回

全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大

会
で
、
見
事
22
年
ぶ
り
13
回
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
ラ
グ
ビ
ー

部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
福
田
健
太
選

手
（
Ｓ
Ｈ
／
４
年
）、
高
橋
汰
地

選
手
（
Ｆ
Ｂ
／
４
年
）、
斉
藤
剣

選
手
（
Ｐ
Ｒ
／
４
年
）、
武
井
日

向
選
手
（
Ｈ
Ｏ
／
３
年
）、
矢
野

湧
大
選
手（
Ｗ
Ｔ
Ｂ
／
３
年
）に

お
越
し
い
た
だ
き
、
名
門
復
活

ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
た
っ
ぷ

り
伺
う
こ
と
が
で
き
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
就
活
担

当
理
事
・
大
林
龍
彦
さ
ん
の
進

行
で
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
に
内
定

が
決
ま
っ
た
学
生
の
自
己
紹
介

の
ほ
か
、現
在
、

就
活
真
っ
最
中

で
最
終
面
接
に

臨
む
学
生
の
決

意
表
明
で
、
会

場
か
ら
は
「
よ

し
っ
！
」「
が
ん

ば
れ
っ
！
」
の

掛
け
声
が
飛
び

ま
し
た
。

　

新
会
員
紹
介

の
あ
と
、
最
後

は
Ｍ
Ｍ
Ｃ
恒
例
、和
田
哲
郎
さ
ん

の
明
大
節
と
、
大
前
実
之
さ
ん

の
エ
ー
ル
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で

締
め
く
く
り
、
盛
況
の
う
ち
に

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。（
報

告
：
校
條 

真
／
84
年
政
経
学

部
卒
／
風
讃
社
）

 

第
３
回「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」

　

２
月
28
日
㈭
リ
バ
テ
ィ
ー
タ

ワ
ー
１
０
８
１
教
室
で
、
第
３

回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た（
参
加
者
：

会
員
お
よ
び
紹
介
者
を
含
め
16

名
）。開
催
に
先
立
ち
、
堀
口
会

長
が
「
現
役
学
生
の
就
職
支
援

は
ず
っ
と
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
交
流
会
が
、
卒
業

生
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の
場
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」と
挨
拶
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
ス
マ
ー

ト
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
』で
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
㈱
の
小
谷　

肇
さ

と
題
し
て
講
演
。

　

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
堀
口
会

長
は
、
「
マ
ス
コ
ミ
業
界
で
の

情
報
交
換
を
交
え
な
が
ら
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
一
緒
に

考
え
る
場
に
な
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
進
め
方
も
含
め
、
議

論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
澤
田
さ
ん
は
、
ア

メ
リ
カ
と
比
較
し
た
人
口
推
移

や
人
口
構
成
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
社
会

保
障
な
ど
の
デ
ー
タ
を
用
い
な

が
ら
、
「
老
後
は
自
助
努
力
・

自
己
防
衛
が
必
要
で
あ
る
」
こ

と
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
参
加
者
が
自

己
紹
介
や
事
業
紹
介
を
行
い
、

い
か
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
が
で
き
る
の
か
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。
今
後
も
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の

メ
ン
バ
ー
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通

じ
て
連
携
や
協
業
が
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
（
報

告
：
中
川
時
彦
）

第　

 

回「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

　

第
29
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

が
５
月
15
日
㈬
、
神
田
神
保
町

の
中
華
「
華
龍
飯
店
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
10
連
休

翌
週
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

ど
れ
く
ら
い
の
参
加
が
見
込
め

る
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
れ
ば

杞
憂
に
終
わ
り
、
20
代
〜
60
代

の
幅
広
い
25
名
の
方
々
が
参

加
。
一
昨
年
（
２
０
１
８

年
）
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

た
佐
谷
静
玲
さ
ん
が
嬉
し
い
ご

挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
は
会
員
候
補

を
気
軽
に
誘
え
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
〝
お

試
し
企
画
〞
と
し
て
、
初
参
加

の
方
々
に
も
た
い
へ
ん
好
評
で

し
た
。
今
後
も
「
明
治
マ
ス
コ

ミ
人
」
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
報
告
：
北

山
隆
一
）

第　

 

回「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

　

第
30
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

を
８
月
28
日
㈬
、
御
茶
ノ
水
ソ

ラ
シ
テ
ィ
「
プ
ロ
ン
ト
イ
ル

バ
ー
ル
」
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」
は
２

０
１
０
年
４
月
、
当
時
の
堀
口

博
史
理
事
（
現
会
長
）
の
発
案

で
始
ま
り
、
そ
の
後
、
明
大
卒

の
幅
広
い
年
代
の
メ
デ
ィ
ア
業

界
関
係
者
が
気
軽
に
懇
親
を
図

る
場
と
し
て
定
着
し
、
30
回
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
も
43
名
が
参
加
し
、
大

変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し

た
。
昨
今
、
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ

ン
」
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
入
会
し
て
く
だ
さ
る
方

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

幅
広
い
年
代
の
方
々
が
気
楽
に

〝
交
友
〞
で
き
る
サ
ロ
ン
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

第　

 

回「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

　

第
31
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
」

を
、
11
月
27
日
㈬
、
神
保
町
の

「
華
龍
飯
店
」
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
令
和
元
年
の
忘

年
会
を
兼
ね
て
行
わ
れ
、
33
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
適
宜
、
開
催
し

て
い
き
ま
す
の
で
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
報
告
：
北
山
隆
一
）

多
彩
な
ゲ
ス
ト
も
！
ま
じ
め
な
学
習
会
も
！
幅
広
い
交
流
会
も
！

2
0
1
9
年
度 

M
M
C
の
多
彩
な
活
動
報
告

２
０
１
９
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
定
番
行
事
の
ほ
か
に
、
勉
強
会
や
交
流
会
な
ど
の
実
利
的
な

イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ん
と
脇
谷
あ
ず
さ
さ
ん
が
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。従
業
員
へ
の
福
利
厚
生
に

と
ど
ま
ら
ず
、
社
員
採
用
の
就

活
支
援
か
ら
入
社
後
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
、
専
門
的
な
相
談
ま
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

月
額
１
人
８
５
０
円
で
可
能
な

サ
ー
ビ
ス
を
解
説
。

　

大
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
中
小

企
業
向
け
に
も
コ
ス
ト
を
抑
え

た
提
案
で
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
で
は
質
疑
応
答
の

時
間
を
設
け
た
ほ
か
、後
半
の
１

第
２
回

「
メ
デ
ィ
ア
エ
ン
タ
メ
勉
強
会
」

　

４
月
８
日
㈪
リ
バ
テ
ィ
タ

ワ
ー
１
０
９
１
教
室
で
、
明
大

卒
の
メ
デ
ィ
ア
業
界
・
エ
ン
タ

メ
業
界
の
方
々
を
対
象
と
し
た

第
２
回
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
メ
デ
ィ
ア
エ

ン
タ
メ
勉
強
会
」
を
開
催
し
ま

し
た（
参
加
12
名
）。こ
の
メ
デ
ィ

ア
エ
ン
タ
メ
勉
強
会
は
、
20
代

〜
40
代
の
メ
デ
ィ
ア
業
界
・
エ

ン
タ
メ
業
界
関
係
者
が
集
ま

り
、
勉
強
会
を
通
じ
て
、
今
の
メ

デ
ィ
ア
業
界
・
エ
ン
タ
メ
業
界

の
最
新
動
向
や
知
見
を
得
る
と

と
も
に
、
業
界
内
で
の
人
脈
形

成
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
理
事
で
『
サ

ン
デ
ー
毎
日
』
編
集
長
の
隈
元

浩
彦
さ
ん
（
85
年
政
経
学
部
卒

／
毎
日
新
聞
出
版
）
を
講
師
に

招
き
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
現
状

と
雑
誌
業
界
、『
サ
ン
デ
ー
毎

日
』
の
戦
略
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
報
告
：
北
山

隆
一
／
94
年
文
学
部
卒
／
ジ
ャ

パ
ン
テ
ィ
ー
ヴ
ィ
ー
）

2930
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２
０
2
0
年 

新
年
ご
挨
拶

堀口博史
校條 真、山岸順一、隈元浩彦

　

年
に
わ
た
る
就
活
支
援
、

　

今
年
も
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
！

就
活
担
当
理
事　

大
林
龍
彦

MMCニュース　No.35

 

「
明
大
の
マ
ス
コ
ミ
業
界
へ
の

燃
え
る
火
を
絶
や
す
な
！
」│
│

そ
の
精
神
の
も
と
に
Ｍ
Ｍ
Ｃ
で

は
、
13
年
に
わ
た
っ
て
現
役
学
生

た
ち
の
就
活
支
援
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
「
マ
ス
コ
ミ
就
活

セ
ミ
ナ
ー
」（
2
0
0
0
年
よ

り
）、
そ
し
て
「
マ
ス
コ
ミ
講
座
」

を
、
１
年
を
通
じ
て
開
講
し
て
い

ま
す
。

　
「
マ
ス
コ
ミ
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」

は
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル
に
て
、
春

に
２
日
間
、
秋
に
特
別
編
と
し
て

１
日
、
マ
ス
コ
ミ
人
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
を
招
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
秋
は
、
そ
の
年
の
マ
ス
コ

ミ
内
定
者
に
も
登
壇
し
て
も
ら
う

お
り
ま
す
。最
終
面
接
ま
で
辿
り

着
く
と
、
合
否
は
も
は
や
紙
一
重

で
す
。

　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の
会
社
を

め
ざ
す
学
生
も
い
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
お
声
が
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。母
校
の

後
輩
た
ち
の
た
め
に
、
何
卒
プ
ッ

シ
ュ
を
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。ぜ
ひ
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

（
78
年
／
政
経
学
部
卒
／
共
同

 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
）

の
で
、
就
活
生
の
視
線
も
熱
く
な

り
、
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

 　

ま
た
「
マ
ス
コ
ミ
講
座
」
は
、

７
月
中
旬
か
ら
２
月
あ
る
い
は

３
月
末
ま
で
の
約
８
か
月
、
毎
週

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
の
教
室
で
学

生
の
た
め
に
、「
作
文
・
面
接
・

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
・
企

画
の
立
て
方
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
マ
ス
コ

ミ
業
界
へ
の
就
活
に
役
立
つ
こ

と
全
て
に
わ
た
り
、
支
援
・
指
導

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
４
月
に
晴
れ

て
入
社
が
内
定
し
て
い
る
の
は

次
の
通
り
で
す
。日
本
経
済
新
聞

社
、
北
海
道
新
聞
社
、Ｂ
Ｓ
フ
ジ
、

Ｂ
Ｓ
テ
レ
東
、
琉
球
放
送
、
新
潮

社
、A

O
I P
ro

（
C
M
制
作
）、

テ
ィ
ー
・
ワ
イ
・
オ
ー
（
C
M
制

作
）、J:C
O
M

（
Ｉ
Ｔ
）。

　

マ
ス
コ
ミ
業
界
の
ほ
か
に
も
、

日
本
生
命
、
日
立
シ
ス
テ
ム
、
日

本
赤
十
字
社
本
部
、
ト
ラ
イ
グ

ル
ー
プ
な
ど
、
在
籍
講
座
生
全
員

が
、
名
の
あ
る
会
社
に
内
定
す
る

こ
が
で
き
、
今
年
も
例
年
以
上
に

成
果
が
上
が
っ
た
も
の
と
自
負

し
て
い
ま
す
。こ
れ
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
各
講
師
の
熱
の

こ
も
っ
た
授
業
の
お
か
げ
だ
と
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
も
１
月
ま
で
残
っ

た
21
名
の
３
年
生
た
ち
が
、
日
々

就
活
に
向
か
っ
て
研
鑽
を
重
ね
て

明
治
大
学
と
五
輪
、

１
０
０
年
前
に
想
い
を
馳
せ
る　Ｍ

Ｍ
Ｃ
副
会
長　

平
石
浩
章

３
年
間
で
仕
込
ん
だ
事
業
の

本
格
稼
働
を
め
ざ
す
１
年
に
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
長　

堀
口
博
史

　　

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年
は
、
新
天
皇

の
も
と
「
令
和
」
と
い
う
新
た
な
元
号

が
ス
タ
ー
ト
し
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ

ま
で
温
め
て
き
た
新
企
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

●
新
旧
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
展
開

 「
メ
デ
ィ
ア
エ
ン
タ
メ
勉
強
会
」「
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
会
」
等
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

系
か
ら
、「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
」

「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
」
等
の
エ
ン
タ
メ
系

に
至
る
ま
で
、〝
月
に
一
回
は
何
か

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
〞
と

い
う
状
況
を
創
り
だ
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
告

知
が
十
分
に
行
き
届
い
て
お
ら
ず
、

参
加
者
が
ま
ち
ま
ち
と
い
う
の
が
現

状
で
、
本
年
は
よ
り
多
く
の
会
員
が

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
内
容
説
明
と
告
知
を
徹
底
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
就
活
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
核

　

従
来
か
ら
継
続
し
て
き
た
学
生
向

け
の「
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、新
講
師

陣
の
協
力
を
得
て
昨
年
度
も
多
く
の

有
望
な
新
人
を
マ
ス
コ
ミ
界
へ
送
り

だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
は

Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
数
あ
る
活
動
の
中
で
も

誇
っ
て
い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
就
活
セ
ミ
ナ
ー
を
活
動
の
核

と
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
友
好
団
体
・
大
学
と
の
連
携

　
「
校
友
会
」「
全
国
紫
明
ク
ラ
ブ
」「
建

設
不
動
産
駿
台
会
」な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
友
好
団
体
と
は
さ
ら
に
親
睦
を
深

め
、新
規
団
体
と
し
て
、「
明
治
大
学
料

飲
紫
紺
会
」
と
の
交
流
も
図
っ
て
い

き
ま
す
。ま
た
大
学
と
は
積
極
的
に

関
与
し
て
い
き
、
本
年
も
マ
ス
コ
ミ

界
と
大
学
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
大

学
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
構
成
・
運
営

な
ど
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
新
規
会
員
獲
得
に
邁
進

　

新
規
会
員
の
獲
得
で
は
個
人
で
活

動
す
る
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ（
芸
能
家
・
監
督
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
著
述
業
等
）
の

勧
誘
を
行
う
ほ
か
、
広
義
の
マ
ス
コ

ミ
と
し
て
、
企
業
の
広
報
・
宣
伝
分

野
ま
で
会
員
資
格
の
幅
を
広
げ
て
増

員
対
策
を
図
り
ま
す
。

　

さ
て
、
比
較
的
若
い
理
事
で
運
営

し
て
き
た
新
体
制
も
４
年
目
に
入
り

ま
し
た
。会
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
助
力
・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ま
た
多
種
に
わ
た
る
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
活

動
に
、
少
し
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。（
82
年
文
学
部
卒
／
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
）

　

明
治
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
と
歴
史

を
合
わ
せ
見
る
と
、
実
に
興
味
深
い

事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

国
際
連
盟
が
発
足
し
、
日
本
が
原

加
盟
国
と
し
て
国
際
舞
台
に
華
々

し
く
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が
今
か
ら

１
０
０
年
前
の
１
９
２
０
年
。思
う

に
こ
の
年
は
、
明
治
大
学
に
と
っ
て

も
大
き
な
節
目
の
１
年
だ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

２
月
の
箱
根
駅
伝
第
１
回
大
会

で
往
路
優
勝
を
果
た
し
た
こ
と
か

ら
学
内
は
ス
ポ
ー
ツ
熱
に
包
ま
れ
、

こ
の
年
の
前
後
か
ら
運
動
部
が
続

々
と
創
部
さ
れ
た
。

　

4
月
の
大
学
令
で
晴
れ
て
大
学

に
昇
格
し
、
秋
に
は
我
が
校
歌
「
白

雲
な
び
く
駿
河
台
〜
」
が
社
会
的
に

お
披
露
目
さ
れ
、
万
雷
の
拍
手
で
迎

え
ら
れ
た
と
い
う
。

　

明
治
が
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た

そ
の
頃
、
日
本
か
ら
約
１
万
キ
ロ
離

れ
た
ベ
ル
ギ
ー
で
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

五
輪
が
開
催
さ
れ
た
。そ
の
世
界
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
明
治
は
存
在
感

を
示
す
。

選
手
を
応
援
し
、
そ
の
文
化
が
母
校

明
治
を
愛
す
る
伝
統
を
育
ん
で
き

た
の
だ
ろ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
応
援
で
定
番
の
「
三
々

七
拍
子
」
が
五
輪
出
場
１
年
後
の
１

９
２
１
年
、
明
治
大
学
の
応
援
団
長

に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
た
こ
と
は
こ

れ
を
証
明
し
て
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。本
年
も「
ス
ポ
ー
ツ
明
治
」の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
85
年
法
学
部
卒
／
日
テ
レ 

ア
ッ

ク
ス
オ
ン
）

　

２
回
目
の
五
輪
参
加
と
な
る
日

本
選
手
団
は
嘉
納
治
五
郎
を
団
長

に
選
手
は
わ
ず
か
15
名
。そ
の
う
ち

の
１
人
が
陸
上
短
距
離
１
０
０
ｍ
、

２
０
０
ｍ
に
出
場
し
た
選
手
で
あ

る
加
賀
一
郎
で
あ
る
。

　

彼
こ
そ
が
明
治
大
学
の
現
役
学

生
と
し
て
、
初
め
て
五
輪
に
出
場
し

た
。残
念
な
が
ら
、
両
種
目
と
も
予

選
敗
退
し
た
が
、
彼
の
五
輪
出
場
は

当
時
の
明
大
生
を
大
い
に
歓
喜
さ

せ
た
に
違
い
な
い
。

　

ド
ラ
マ
『
い
だ
て
ん
』
に
登
場
し

た
鶴
田
義
行
は
、
明
治
大
学
入
学
前

の
１
９
２
８
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、

卒
業
後
の
１
９
３
２
年
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
、
男
子
平
泳
ぎ
２
０
０
ｍ
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。日
本
人
初
と
な

る
五
輪
連
覇
を
果
た
し
た
。１
９
２

９
年
に
明
治
に
入
学
し
た
鶴
田
は

同
年
世
界
記
録
も
マ
ー
ク
し
、
世
界

を
驚
か
せ
て
い
る
。

　

今
か
ら
１
０
０
年
前
の
詳
細
を
窺

い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
当
時
か

ら
明
治
の
学
生
は
「
強
い
明
治
」
を
、

そ
し
て
「
無
敵
の
明
治
」
を
求
め
て

『
ま
ち
が
う
人
』

ま
ち
が
い
大
将
・
和
田
さ
ん
の
迷
言

＆
迷
事
件
集「
W
a
d
a
d
a
s
」

和
田
さ
ん
研
究
家
・Ｋ
著

　

■
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
／
Ｂ
６
判
・

１
８
８
ペ
ー
ジ
・
本
体
１
１
０
０
円

＋
税

【
内
容
紹
介
】

　

広
告
業
界
に
実
在
し
た
都
市
伝
説

的
な
人
物「
和
田
さ
ん
」（※

77
年
政
経

卒
、
ご
存
じ
わ
れ
ら
が
和
田
哲
郎
さ

ん
！
）
の
、
あ
り
得
な
い
ま
ち
が
い
を

集
大
成
し
た
大
爆
笑
の
一
冊
。

　

本
書
は
、「
ま
ち
が
う
人
」和
田
さ
ん

が
起
こ
し
た
仰
天
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
身

近
で
見
て
い
た
Ｋ（
ケ
ー
）氏
が
、
記
憶

の
限
り
事
実
に
基
づ
い
て
記
し
た
「
実

話
」
で
あ
る
。数
々
の
「
ま
ち
が
い
」
に

も
拘
わ
ら
ず
、〈
な
ぜ
か
み
ん
な
に
愛

さ
れ
て
い
る
不
思
議
な
人
〉
和
田
さ

ん
。そ
の
人
柄
を
讃
え
た
う
え
で
Ｋ
氏

は「（
間
違
い
を
）許
し
合
う
社
会
、
温

か
く
認
め
合
う
人
間
関
係
が
今
だ
か

ら
こ
そ
大
事
」と
語
る
。

　

昨
年
亡
く
な
っ
た
漫
画
家
さ
く
ら

も
も
こ
さ
ん
も
和
田
さ
ん
の
「
ま
ち
が

い
ネ
タ
」
を
エ
ッ
セ
ー
で
何
度
も
取
り

け
継
ぎ
、
復
活
を
遂
げ
た
明
大
ラ
グ

ビ
ー
部
、
か
つ
て
の
「
雪
の
早
明
戦
」

「
雨
の
慶
明
戦
」な
ど
、
伝
説
の
試
合
の

息
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
な
ぜ
、
あ

の
と
き
Ｐ
Ｇ
を
狙
わ
な
か
っ
た
の
か

（
狙
っ
た
の
か
）」│
│
選
手
の
葛
藤
と

機
微
に
迫
る
１
冊
。 

　『
落
語
D
E
古
事
記
』

桂
竹
千
代
著
（
噺
家
／
2
0
1
1
年
大

学
院
文
学
研
究
科
古
代
日
本
文
学
専

攻
修
士
課
程
修
了
）

　

■
幻
冬
舎
／
四
六
判
・
２
３
４
ペ
ー

ジ
・
本
体
１
３
０
０
円
＋
税

【
内
容
紹
介
】

　

キ
ャ
ラ
立
ち
す
ぎ
！ 

情
熱
的
す

ぎ
！ 

自
由
す
ぎ
！ 

神
様
の
世
界
は

奔
放
で
愉
快
で
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
。お

ふ
ざ
け
が
過
ぎ
る
神
々
の
話
に
ツ
ッ

コ
ん
だ
り
、
さ
ら
に
お
ふ
ざ
け
を
追

加
。そ
れ
で
い
て
神
話
が
理
解
で
き

る
。

　

そ
の
神
様
が
祀
ら
れ
る
神
社
も
紹

介
し
て
実
用
書
に
も
な
る
。処
女
作

に
し
て
渾
身
の
１
冊
！

　

〇
国
の
歴
史
書
な
の
に
「
１
人
の

部
下
の
記
憶
力
」
に
頼
っ
て
書
か
れ

て
い
た
！

　

〇
ス
サ
ノ
オ
は「
女
の
獲
り
合
い
」

で
大
蛇
と
大
ゲ
ン
カ
！

　

〇
娘
の
恋
人
を
「
斬
新
な
イ
タ
ズ

ラ
」
で
イ
ジ
メ
抜
い
た
有
名
な
神
様

と
は
？

　

〇「
乙
姫
様
」の
正
体
は
、サ
メ
！

　

な
ど
な
ど
、
騙
し
合
い
に
殺
し
合

い
、
禁
断
の
恋
と
エ
ロ
ス
、
ホ
ラ
ー
に

ミ
ス
テ
リ
ー
に
Ｓ
Ｆ
。――

古
事
記
は

エ
ン
タ
メ
の
て
ん
こ
盛
り
だ
！

上
げ
、
出
版
化
で
も
協
力
を
約
束
。さ

く
ら
さ
ん
が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
本

書
の
帯
を
飾
っ
て
い
る
。

 　『
紫
紺
の
誇
り
』

明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
に
受
け
継
が
れ
る

北
島
イ
ズ
ム

安
藤
貴
樹
著
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ

イ
タ
ー
／
86
年
商
学
部
卒
）

　

■
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社

／
四
六
判
・
２
３
２
ペ
ー
ジ
・
本
体

１
７
０
０
円
＋
税

【
内
容
紹
介
】

 「
明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
に
と
っ
て
勝
敗
は

二
義
的
な
も
の
。本
当
の
目
的
は
、
自

分
た
ち
の
ラ
グ
ビ
ー
が
で
き
た
か
ど

う
か
。た
と
え
負
け
て
も
、
自
分
の
プ

レ
ー
に
自
信
を
も
っ
て
敗
れ
た
な
ら

胸
を
張
れ
」

　

か
つ
て
そ
う
語
っ
た
の
は
67
年
間

に
わ
た
り
ラ
グ
ビ
ー
部
を
率
い
た
名

将
・
北
島
忠
治
監
督
。没
後
22
年
の
時

を
経
て
、昨
年
、全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選

手
権
で
み
ご
と
復
活
の
狼
煙
を
上
げ

た
明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
軌
跡
を
振
り

返
る
至
極
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
！

　

激
し
く
静
か
に
北
島
イ
ズ
ム
を
受

Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
員
が
新
刊
を
上
梓
！

２
０
１
９
年
は
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
員
を
ネ
タ
に
し
た
本
を
皮
切
り
に
、会

員
自
身
が
著
者
と
な
っ
た
本
も
出
版
さ
れ
た
。硬
軟
取
り
混
ぜ
た

〝
至
極
の
１
冊
〞
を
、心
ゆ
く
ま
で
ご
賞
味
あ
れ
！

2000年シドニー五輪にて

2006年トリノ五輪にて

13

ホールを埋め尽くした就活生

毎年、新年総会では嬉しい報告が

参加無料

●
●
●
●
●
●
●
●
●

２０２０年（令和２年）１月１日 7第７３５号 MEIJ I  UNIVERS I TY  NEWS

　2020年はオリンピック・パラリンピックイヤーであり、神田の大学から初のオリンピック出場者
を輩出して100年目にあたります。神田の大学スポーツの歴史を展示をとおして振り返ります。

共催： 明治大学史資料センター、専修大学大学史資料室、中央大学
広報室大学史資料課、日本大学企画広報部

協力：法政大学史センター　後援：千代田区

会　　期 2020年１月24日金～４月12日日 開館時間 10：00～17：00
（最終入場16：30）

会　　場
明治大学博物館　特別展示室（駿河台キャンパス・アカデミーコモン地階）
明治大学中央図書館ギャラリー（図書館開館中観覧可。開館日時等はHPをご覧ください）

　神田・大学スポーツ出身のアスリートと専門家が大学スポーツの過去・現在・
未来を語り尽くします！
コーディネーター 山本浩氏（法政大学スポーツ健康学部教授）

登
壇
者
（
50
音
順
）

オリンピアン
▶金子正明氏（ 専修大学出身　メキシコシティーオリンピックレスリング男子63kg級

金メダリスト）
▶杉山隆一氏（ 明治大学出身　メキシコシティーオリンピックサッカー銅メダリスト）
▶西川大輔氏（ 日本大学出身　ソウル・バルセロナオリンピック男子体操団体銅メダリ

スト）
▶山本　亮氏（ 中央大学出身　ロンドンオリンピック男子マラソン日本代表）
学識経験者　森　正明氏（中央大学文学部教授）

日　　時 2020年２月29日土13：00～15：10

会　　場 グローバルホール（駿河台キャンパス
・グローバルフロント１階）

申込方法（1月20日申込開始）

メールまたはFAXにて、参加者名・住所・電話
番号と「明治大学広報735号を見ての２月29日シ
ンポジウム申込」である旨をご連絡ください。
Email：history@mics.meiji.ac.jp
FAX：03-3296-4365

問い合わせ 明治大学史資料センター　TEL：03-3296-4448

神田発信！大学スポーツの軌跡

入場無料

神田発信！近代スポーツと大学スポーツ併催シンポジウム

美術家・奈良美智氏講演会「旅と制作の日々」
語
り
か
け
る
よ
う
に
講
演
す
る
奈
良
氏

　明治大学文学部は12月３日、駿河台
キャンパス・リバティホールで美術家
の奈良美智氏による講演会を開催し
た。これは、文学部が毎年開催してい
る講演会の一環で、今回は聴講募集開
始の翌日で申し込みが締め切りになる
など、日本を代表する同氏への注目度
の高さが開催前からうかがえた。
　講演会は「旅と制作の日々」と題
し、普段は美術の話をしない、美術を
やっている自分は自分の中の20-30％

だと語る奈良氏が、これまで旅した各
地を写真で紹介し、「美術家・奈良美
智」を形作ったバックグラウンドを紐
解く形で進行した。紹介した写真の中
には、絵を始めた20代の頃の作品や、
ドイツ留学中、レバノン・シリア訪問
時の写真等もあり、同氏のこれまで辿
ってきた一つひとつの系譜が丁寧に解
説された。続く後半では、作品の制作
工程をスクリーンに投影し、下描き・
スケッチ無しで描くことや、ほぼ完成

状態まで描いた作品を（見た人と）対
話できる作品に変更するため上描きし
て別の作品にすることなど、同氏なら
ではの豊かな感性から生み出される作
品の制作裏を披露した。「絵を描くと
き、その作品が命を持つ一瞬があっ
て、その瞬間に立ち会うのが最高に幸
せ」と語った奈良氏の講演は、おだや
かで語りかけるような語り口で、同氏
の作品のような居心地の良い空気に満
ちていた。

　ヒトは全面的に他の動物たちに依存
しながら生きてきた。そのような私た
ちの生の条件を、人類学や文学、さまざ
まなジャンルの芸術から見直したらど
うなるか。11月30日に明治大学中野キ
ャンパスホールで開催されたシンポジ
ウム「動物のいのち２」（理工学研究科
総合芸術系主催）は、そういった問題意
識に立つ多様な視点を提示した。
　シンポジウムでは、舞踏家の今貂子
氏、声のアーティストの山崎阿弥氏、
立教大学異文化コミュニケーション学

部の奥野克巳教授、理工学部の管啓次
郎教授など14人のプレゼンテーション
が行われた。遊牧民族の写真、吹き矢
の実演、鵜匠の人生論、ペットの猫の
生涯、和歌に描かれる鹿、福島の被災
地に取り残された牛など、どれも強く
引きつけられる話題ばかりで、100人
を優に越える聴衆が４時間半に及ぶシ
ンポジウムを堪能した。
　通常のこうした催しとの最大の違い
は、パフォーマンス系の発表だろう
か。白塗りの体で生命の根源にふれる

踊りを見せた今氏、およそ人間とは思
えない声でホールを満たした山崎氏
は、客席に深い衝撃を与えた。
　今回は、すでに伝説となっている
2014年のシンポジウム「動物のいの
ち」の続編。ヒトがよりよく生きよう
と思うなら、動物たちとの関係を問い
直さずには済まされない。地球環境の
激変を含め、課題は山積みだ。本シン
ポジウムの記録は、来春、文芸誌「す
ばる」に発表される予定だ。
 （理工学部教授　管啓次郎）

シンポジウム「動物のいのち２」を開催理工学研究科総合芸術系

声のアーティスト、山崎氏
（写真＝ともに篠田優）

特別講義を開催　信楽焼商品開発の展開について
博物館・商学研究科

　博物館は商学部教員と共同で、伝
統的工芸品産業の製造・流通・販売
に関する調査・研究を進めており、
現在は滋賀県の信楽焼に取り組ん
でいる。その成果報告として、去
る2019年11月29日、リバティタワー

1021教室において商学部の後援によ
り、他専攻科・学部の院生・学生や
一般社会人にも門戸を開いた特別講
義「進化する信楽焼の伝統―陶器の
流通・販売についての多様な可能性
―」を開催した。
　ＮＨＫ連続テレビ小説「スカーレ
ット」が放映中ということで話題に
なっている信楽焼だが、その初回と
なる講義においては、信楽焼振興協
議会の長谷川善文氏をお招きし、ま
ず、これまで信楽焼がどのような商
品を開発してきたか、歴史的な変遷

について基調報告をいただいた。
　続くディスカッションでは消費地
に対するＰＲ戦略や訪問客の誘致、
商品開発の動向や流通、後継者育成
のあり方が話題となった。大阪・京
都・兵庫南部からの自家用車による
日帰り入り込み客が多いことや京都
観光の外国人の立ち寄り。商品開発
では例えば火鉢から植木鉢、屋外用
インテリアへというように需要の変
化への柔軟な適応ができて来たこ
と。テーブルウェアは後発ながら、
若い人に訴求力のあるデザイナーと

のコラボレーションなども試みられ
ていること。中間流通機構の弱体化
による製造者と小売業者の直取引と
いう全般の傾向に対し、産地卸売商
が存在感を維持、その業態も産地で
の直売、陶芸体験、飲食店経営など
多角的なものに進化していることな
ど、信楽焼ならではの興味深い動向
が紹介された。
　この講義の抄録は『明治大学博物
館研究報告』25号（2020年３月31日
刊行予定）に収録される予定となっ
ている。 （博物館事務室）
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